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【要旨】本論は、五感を大切にしたまちづくりを行っていく上で重要な要素の一つであるにおいに焦点をあて、におい風景の
形成からまちづくりを考えていくための基礎的な条件を考察するものである。
Thispaperistoconsiderbasicfactorstomakecommunityplanning
importantfactorsforcommunityplanningbasedonthefivesenses.
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1．はじめに
社会が複雑化・高度化するに従い、人々が都市空間に心
の豊かさや潤いを感じることができる憩いの場を求める意
識が高まってきた。これは、WHOで決議された居住の4
原則、すなわち、安全性、健康性、利便性、快適性におい
て、‘快適性が重視されるようになってきたことを意味して
いる。古代の都市国家は、安全性に重点が置かれて都市が
形成されてきた。ローマ帝国が滅亡するとともに、それま
で都市が持っていた健康性の部分がお座なりにされ、伝染
病の蔓延に結びついたことは､中世ヨーロッパの黒死病(ペ
スト）で明らかである。このため、為政者は健康性に対し
て重要な関心を持つようになった。さらに産業革命以降、
交通に対する需要が高まり、利便性への重視が都市形成に
大きな意味を持つようになってきた。現代では、このよう
な原則が満たされてきている反面、都市空間のあり方や人
間関係のあり方から、快適に都市で居住することが求めら
れるようになってきた。
この'快適性を重視する都市づくり、まちづくりで注目を
集めるようになってきたのが「五感を大切にしたまちづく
り」である。これまで、まちづくりにおいては、五感の中
でも視覚に配慮した景観に重点が置かれてきており、五感
を総合的に取り入れたまちづくりは行われてこなかった。
この五感への働きかけを重視した生活環境形成において注
目されるものとして浮かび上がってきたものに「におい」
がある。「におい」は人間にとってプラス要因となる「か
おり」とマイナス要因となる「悪臭」があり、生活環境に
快適'性を求める傾向が強まってきたことは、まちづくりに
おいて、この「悪臭」を防止するだけでなく、「かおり」
を作り出していくことも重要な要素になる。
そこで、本論は、都市空間の形成、まちづくりにおいて
byshaping'AromaScape'focusingonaromawhichisoneofthe
「悪臭」のない「かおり」高い「におい風景」に関する基
本的な考え方を、これまでの都市のあり方をもとに整理す
ることを目的とするものである。
2．都市は自然と共生してきたか
(1)産業革命以前の都市の状況
森に住んでいた人類が、草原に出て2足歩行を行うこと
で知能を高め、やがて文明を形成していったことは、進化
の流れから明らかである。草原における採取狩猟の生活か
ら、穀物を栽培することを覚え、定住化していった。これ
が農業革命である。そうすると、風雨を凌ぐとともに自然
の脅威や外敵から身を守るためのシェルターを作る必要が
あり、効果を上げるために集団化してシェルターを作り居
住するようになった。このシェルターは自然の脅威を遮断
するものであり、これによって居住の安全性を確保したと
いってよい。
穀物を栽培するに当たって、生産性を上げるために潅慨
施設を作るようになった。生産性が上がると、余剰が出て
くるようになり、この余剰穀物によって生活する立場の人
間が出てくるようになった。特に、潅概施設の管理を行う
立場はそれを利用する人々を支配する立場となり、支配層
と被支配層に居住地は分化していった。被支配層は穀物を
栽培する立場であり、支配層はその余剰生産物を自分のも
のとして権力を高めていった。他の余剰生産物による生活
者は、商業や工業に従事するもであり、他の居住地と交易
を進めるようになっていった。
交流が出てくると衝突も起こるようになり、衝突から居
住地を守るために、居住地の再編が行われていった。これ
が都市革命であり、支配層の居住地、神殿、天文所などを
中心に、城壁に囲まれた都市が形成されるようになった。
－2－





